
●医研式スプレー

●大体この位置に

先端部が来るように。

↑
薬液はこの位までに
して下さい。あまり
入れすぎると、ガラ
ス管からゴム球内に
薬液が浸入して、送
気弁の動作不良の原
因になります。

←最大でも20cc位
　までにして下さい。

送気弁

※
　送気弁が薬液で動作不
良になった時は、ラジオ
ペンチで送気弁を引抜い
て、洗剤で良く洗浄して
元に戻してみてください。
　汚れが取れにくい時は
送気弁を外しアルコール
に浸漬してみてください。

吸上げチューブ

霧先
※
　吸上げチューブは引っ
張らないで下さい。
　吸上げチューブは薬液
溜の方に入れるようにし
てください。ガラス管の
中に入れると薬液を噴霧
出来ません。

※
非常に繊細なので
先端を針金等で
つつかないで下さい。

↑
こちら側に傾けて
使うとガラス管か
らゴム球内に薬液
が浸入して送気弁
の動作不良の原因
になります。

↑
ガラス管が上に
来るようにお使
い下さい。

●先を細くして下さい。

　内径2mm位(爪楊枝が通る位)

　（液の侵入を防ぎます）

●大体この位置に

先端部が来るように。

Ｓノズル付き（約9cm）

ノズル約9cm

Ｌノズル付き（約17cm）

「使用上の注意」

●ルゴール液のような粘性の高い薬液で噴霧しにくい時は、水等で薄めると噴霧しやすくなります。

●乾燥すると結晶化する薬は、使用後に瓶から出して他の容器に移し替えてください。また、良く洗浄
して薬の結晶による目詰まりを防止してください。

●使用後に消毒用アルコールを入れて噴霧すると内部の消毒と目詰まりの予防に効果があります。

SP701

SP706

薬液層とゴム球が一体化したたいへん便利な万能スプ

レーです。ノズル軸の中に針金が入っていますのでフ

レキシブルに曲がります。短い方は鼻用スプレーとし

て、長い方は喉頭用スプレーとして使えます。また消

毒用アルコールを入れて局所消毒用途にも使えます。

【滅菌消毒方法】

◆胴体(ガラス瓶とゴム球、ゴム台)：

　・アルコール綿払拭。

◆スプレー先ノズル：

　・消毒用アルコールの空噴霧後、

　　外側をアルコール綿払拭。

　・外した後、ノズル全体を消毒用アルコール

　　に浸漬も可能。

　・チューブは引張らないで下さい。

◎オートクレーブは各パーツ共に不可です。
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